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「受動喫煙防止」強化策の今国会での成立を求め、
塩崎厚生労働大臣へ要請を行いました

　喫煙による健康影響は、WHOはじめ世界的に広く認識されているところであり、喫煙者本人だけでなく、周囲に
いるたばこを吸わない人に対しても大きな影響があります。特に室内における、吸いたくないのに吸わされてしまう人
への安全対策は遅 と々して進まず、国として明確な対策がとられてきませんでした。
　今般、厚労省を中心に関係省庁から提案されております「受動喫煙防止対策」を盛り込んだ健康増進法改正案は、
与党内の調整が難航しており、閣議決定に至っていません。これに対して、国民･消費者の立場から、その内容に全
面的に賛同するとともに早期の法制化を強く求めることを趣旨とする意見をとりまとめ（*）、さらに国会議員への要請
行動を進めています。
　3月29日（水）夕刻には、塩崎恭久
厚生労働大臣を訪問し、要請を行いまし
た。
　冒頭、全国消団連河野事務局長より塩
崎大臣に全国消団連要請書を手渡し、趣
旨をお伝えしました。参加メンバーから
一言ずつ発言し、受動喫煙防止強化策
の今国会での確実な成立をお願いしまし
た。
　塩崎大臣から全国消団連の要請書や議
員要請行動に対して、「心強い応援であり、
まずは閣議決定へ道を開きたい」と、面
会を歓迎してくださいました。

（＊意見全文はhttp：//www.shodanren.gr.jp/database/363.htm）


